
✍
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
１
６
０
万

６
千
円
を
追
加
す
る
も
の

主
な
歳
出

　

東
日
本
大
震
災
関
連
経
費

✍
八
峰
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

✍
八
峰
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

✍
八
峰
町
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

✍
八
峰
町
自
然
再
生
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

✍
八
峰
町
国
土
利
用
計
画
に
つ
い
て

✍
平
成
2
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

８
，
０
３
２
万
４
千
円
を
追
加
す
る
も
の

主
な
歳
出

　

雇
用
創
出
活
動
支
援
事
業
補
助
金

　

農
業
振
興
費
関
係
補
助
金

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
復
旧
支
援
資
金
利
子

　

補
給
補
助
金

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
補
助
金

　

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委
託
料

　

旧
岩
館
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
費

✍
各
特
別
会
計
補
正
予
算

６
月
議
会
定
例
会
に

　
　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案

　
「
私
が
受
章
す
る
と
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。」
と

受
章
の
一
報
が
届
い
た
感
想
を
語
っ
た
藤
田
さ

ん
は
、
昭
和
55
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
６
期
24

年
間
に
わ
た
っ
て
旧
峰
浜
村
議
会
議
員
と
し
て

村
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
青
年
層
の
声
を
村
政
に
届
け
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
44
歳
で
立
候
補
し
、
当
選
。

　

当
選
当
時
、
峰
浜
村
内
で
は
ま
だ
井
戸
水
が

中
心
で
、
安
全
で
安
定
し
た
水
を
確
保
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
、
村
内
全
域
に
簡
易
水
道
を

整
備
す
る
こ
と
を
支
持
。

　

同
じ
頃
に
は
、
急
激
に
進
む
少
子
化
に
よ
っ

て
生
徒
数
が
減
っ
て
き
て
い
た
こ
と
か
ら
、
村

内
に
２
つ
あ
っ
た
中
学
校
を
、
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
の
活
性
化
や
村
と
し
て
の
一
体
感
を
図
る

た
め
に
も
中
学
校
は
統
合
す
べ
き
と
支
持
し
、

建
設
地
を
現
在
の
峰
浜
中
学
校
の
場
所
と
す
る

よ
う
に
主
張
し
た
。

　

２
期
目
に
入
っ
た
頃
は
、「
教
育
は
人
間
形

成
で
一
番
大
事
な
も
の
」
と
、
財
政
面
で
い
か

に
厳
し
く
て
も
整
備
す
べ
き
も
の
は
整
備
す
る

の
が
行
政
だ
と
主
張
し
、
議
会
で
も
村
に
整
備

計
画
の
策
定
を
急
ぐ
よ
う
求
め
、
沢
目
子
ど
も

園
を
乳
児
ま
で
対
応
で
き
る
施
設
と
し
た
り
、

老
朽
化
し
た
村
内
に
あ
る
３
小
学
校
の
建
設
に

こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
な
ど
を
、
当
時
を
振
り
返
り

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ブ
ル
期
に
は
、「
人
を
育
て
る
た

め
の
研
修
も
充
実
し
て
い
た
し
、
活
気
も
あ
っ

た
」
と
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
に
「
一
人
で
も
ら
え
る
も
の

で
は
な
い
。
良
き
先
輩
・
良
き
同
僚
に
恵
ま
れ
、

そ
し
て
地
域
住
民
が
力
を
貸
し
て
く
れ
た
こ
と
。

お
か
げ
で
24
年
間
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
が
一
番
の
喜
び
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

６月１８日政府は春の叙勲受章者を発表し、町からは
地方自治功労で元峰浜村議会議員の藤田正意さん（畑谷）が旭日双光章を受章しました。

【経歴】
昭和55年4月1日～
　平成16年3月31日　峰浜村議会議員
平成4年4月1日～
　平成6年4月10日 　峰浜村議会副議長
平成6年4月11日～
　平成10年6月16日　峰浜村議会議長

藤田正意さん（畑谷）が
　 旭日双光章を受章

春の叙勲
　後期高齢者医療の「保険証」が新しくなり、７月下旬に加入者の皆様全員に送付
されます。
　８月１日以降は、新しい保険証をお使いください。また、保険証は、被保険者の
所得に応じて、自己負担割合が１割の方と３割の方がおります。

　平成２２年中の所得（平成２３年度）に応じて確定した平成２３年度の後期高齢
者医療保険料をお知らせする通知と納付書（普通徴収口座振替以外の方）が加入者
の皆様に送付されます。
　保険料は、特別徴収（年金からの徴収）と普通徴収（口座振替または納付書によ
る窓口納付）がありますので、納期内の納付をお願いします。
　未納保険料があると保険証が短期保険証、資格証明証の審査対象になります。

　後期高齢者医療の保険料は、原則として年金から納めていただくことになってお
りますが、町民生活課の窓口で申請することで、特別徴収（年金からの徴収）から
口座振替に変更することができます。詳しくは、下記までご相談ください。

後期高齢者医療の保険料決定通知が７月中旬に届きます

特別徴収（年金からの徴収）となっている方は、口座振替に変更できます

後期高齢者医療の被保険者証（保険証）が新しくなります

■問合せ先　八峰町町民生活課 保険年金係　☎７６－４６１４

＜ 新 し い 保 険 証 ＞

（有効期限）
平成２３年８月１日から
平成２４年7 月３１日まで（１年間）
※７月下旬に、ご自宅へ送付されます

＜今までお使いの保険証＞

（有効期限）
平成２３年７月３１日まで
＜注意＞
８月１日以降は、使用できません

● 現在、限度額適用・標準負担額減額認定証 をお持ちの方へ
　平成２２年中の所得（平成２３年度）で、世帯員全員が住民税非課税となる世帯
の方は、入院時の食事代と１か月の医療費自己負担限度額が減額になる「限度額適
用･標準負担額減額認定証」の交付を受けることができます。現在、交付を受けてい
る方で、引き続き世帯員全員が住民税非課税となる世帯の方については、８月１日
から有効となる「限度額適用･標準負担額減額認定証」を保険証と一緒に送付しま
す。
　なお、平成２２年中の所得（平成２３年度）で、世帯員全員が住民税非課税の世
帯であっても、以前に交付を受けていない方については送付されませんので、交付
を受けたい方は町民生活課で申請してくださるようお願いします。
　なお、世帯全員の所得確認ができない場合（未申告者がいる場合）は交付できま
せんので、未申告のないようにお願いします。

＜ ＞
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